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協会の役割

近年の自動車ボディには、環境負荷低減と衝突安全性を両立させるために超高張力鋼板やアルミニウ
ム合金などのいわゆる「軽量化材料」が積極的に使用されており、自動車車体整備業界（板金塗装業界）
は、自動車ボディの補修溶接に関し、

熱感受性の高い高張力鋼鈑の採用により伝統的な補修溶接技術であるアーク溶接の適用範囲が
大幅に縮小している。 （技術的課題）

レーザー溶接に代表される生産過程における溶接方法の技術革新がそのまま自動車補修溶接に
おける補修溶接技術の革新にはつながっていない。 （構造的課題）

など、解決しなければならない幾つかの課題を抱えています。

一方、溶接業界の側においても、自動車用鋼板の補修溶接という特殊な対象への関心は必ずしも高い
とは言えず、こちらも具体的な解決策は今日まで検討されていません。

例えば、自動車補修スポット溶接条件の根拠として機能するはずのJISやWESの規格は、超高張力鋼板
を対象としておらず、溶接機の使用者が自らの責任で規格を援用しながら溶接しなければならないという
のが実情です。

さて、今後も増え続けるこのような課題への対応に必要な要素とは、自動車車体整備業界と溶接業界を
シームレスにつなぎ、共通の問題意識をもって課題を解決していくための「場」の存在です。

必要な「場」を提供し、「場」を通じて自動車補修溶接の信頼性の確保すなわち自動車の環境性能・衝突
安全性能の維持に貢献すること、それが「一般社団法人 日本自動車補修溶接協会」の役割です。
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自動車補修溶接の信頼性確保
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一般社団法人 日本自動車補修溶接協会
Japan Automobile Repair Welding Associate ＜JARWA＞

名 称 ： 一般社団法人日本自動車補修溶接協会

会 長 ： 吉野 一

住 所 ： 東京都千代田区神田佐久間町４－６
斎田ビル５Ｆ

電 話 ： ０３－５８２９－４８１１（代）

Ｆ Ａ Ｘ ： ０５０－３１５３－２０５６

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://jarwa.or.jp

＜組織図＞＜組織概要＞
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衝突安全性の向上

車体の軽量化・構造変更
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予防安全性の向上

車両の電子化

ＣＯ２の削減

高張力鋼板への対応電子化への対応

世の中のニーズ

自動車メーカー
の対応

車体整備の
技術的な課題

事故車両は車体整備を実施し再利用されるケースが多い交通事故

環境性能、予防・衝突安全性能の回復が絶対の命題公道を走行

車体整備の重要性

Copyright 2015 JARWA  All Rights Reserved.

すべては安心・安全なクルマ社会実現のために



車両の電子化と車体整備

近年、自動車の安全・環境性能の向上を目的に、車両の挙動を電子的に制御・
調整する新技術の利用が広がっている。いわゆる車両の電子化である。

特に、横滑り防止装置や衝突被害軽減ブレーキなどの先進安全装置について
は、輸出時に相手国から搭載が要請されるなど、車両の電子化は世界的に活発
化している。

ところで、車両の使用過程でこれらの優れた先進安全性能を維持し続けるため
には、対象となる電子装置に対して適切な点検整備を行うことが重要であることは
言うまでもないが、車体整備業界は、一般の整備業界にも増して、電子装置の点
検整備に不可欠なスキャンツールなど必要な設備の導入、並びに車両の電子化
に対する知識と修理技術が必要である。

なぜなら、自動車事故を起こした車両こそ電子装置に不具合を生じる可能性が
高く、また、電子装置の制御の仕組み上、単に部品を新品に交換しただけでは修
理が完了しない場合が大半であり、スキャンツールを持たないまま車体整備を行
うと車両の安全が保てない結果となる恐れがあるからである。
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自動車のECU(Electric Control Unit) 
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自動車が電子制御され各箇所にコンピュータを搭載

1台のクルマに搭載するECUは、大衆車でも30～40個に達し、
一部の高級車では100個を超えています。

Car Info Report＠OBD_サービス説明資料より引用 （平成２４年、ＨＹＣ株式会社）
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スキャンツール
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国土交通省自動車局整備課より提供

○自動車の「スキャンツール」とは

・ ス キャ ンツールとは、自動車の装置が正常に作動してい るかどう かを自動車に接
続 し て 診断する「 外部故障診断装置」のこと。

こ の 装 置を用い て故障を発見し、必要な整備を行うことができ る。

自動車にスキャンツールをつなぐと、
様々な情報が「見える」ようになる。

ダイアグコード（故障コード）
センサの断線など、故障箇所や状態を表
示するコード

接続場所の例

データモニタ
エンジン回転数など、各種装置の作動状
況を読み取る機能

J-OBDⅡ（レディネスコード）
排気ガス発散防止装置等の作動状態の
診断結果を表示する機能

アクティブテスト
スキャンツールから車両のコンピュータに
命令を与え、各種装置を強制的に作動さ
せる機能

作業サポート
点検整備や部品交換の際に整備作業を
効率的に行うための機能

フリーズフレームデータ
異常が発生して故障コードが記録された
時点の各種装置の作動状況を表示する機
能

スキャンツール

↓

スキャンツールとその診断作業風景

自動車側

↓

↑
スキャンツール側

Copyright 2015 JARWA  All Rights Reserved.



車体の軽量化と車体整備

地球環境への対応意識から世界規模でＣＯ２削減が叫ばれて久しいが、近年、
自動車メーカー各社の燃費改善成果には目覚ましい進展があり、それを支えたの
が軽量化材料の進化である。

車体の衝突安全性を担保しつつ軽量化を実現するための材料には、高張力鋼
板、超高張力鋼板、アルミニウム、ＦＲＰなどがあるが、特に高張力鋼板および超
高張力鋼板については、他の材料に比べコスト面で優位であるため、近年、車体
への採用が劇的に活発化している。

高張力鋼板および超高張力鋼板は、従来の軟鋼板と比べ、破断強度が高い（耐
衝突）、降伏強度が高い（耐デント：くぼみ等を防ぐ強度）、同一強さなら薄い（軽量
化）などの有益な性能を持つが、加工性が悪く、熱に敏感であるという欠点も併せ
持つため、それが車体整備技術に重大な影響を与えている

特にスポット溶接については、自動車メーカーが、超高張力鋼板使用部位の補

修スポット溶接条件や補修スポット溶接機のスペックなどを修理書に記載し、それ
を強く推奨するなど、適切な補修スポット溶接作業の実現、すなわち健全な溶接強
度の確保に力を入れている。

10
Copyright 2015 JARWA  All Rights Reserved.



高張力鋼板の強度特性
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– 破断強度が高い

(耐衝突)
– 同一強さなら薄い

(軽量化)
– 降伏強度が高い

(鈑金矯正è難）
– 破断伸びが小

(鈑金矯正è割れ）
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車体補修の抵抗スポット溶接の基礎より引用 （平成２７年、一般社団法人日本自動車補修溶接協会）
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超高張力鋼板の使用状況
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表１ 超高張力鋼板の使用状況
新車で販売されている車両の少なくとも82%は９８０以上の超高張力鋼板を使用しています。

◆超高張力鋼板使用車両の販売割合
集計 ２０１４年１月～１２月

販売台数 980以上使用車両台数 980以上比率
登録車乗用 2,430,522 1,708,834 70% ※登録車は上位３０車種での980以上車種調査
軽乗用 1,838,991 1,789,330 97%
合計 4,269,513 3,498,164 82%

参考：登録車を上位３０車種で集計した場合
販売台数 980以上使用車両台数 980以上比率

登録車乗用 2,077,849 1,708,834 82%
軽乗用 1,838,991 1,789,330 97%
合計 3,916,840 3,498,164 89%

高張力鋼板の使用状況より引用 （平成２７年、一般社団法人日本自動車補修溶接協会 ）
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各種熱加工の冷却速度
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焼入れ
（水冷）

焼きなまし

（炉中冷却）

温

度

時間

硬い 軟い

赤熱加熱

ガス加熱加工

高張力鋼板強度の
焼入れ硬化分が消失

スポット溶接

アーク溶接

普通

車体補修の抵抗スポット溶接の基礎より引用 （平成２７年、一般社団法人日本自動車補修溶接協会）
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スポット溶接機
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吊り具

•インバータ

•電流制御器
•エア圧調整器

•冷却水循環機

制御器本体

•電極

•加圧シリンダ

溶接ガン

ケーブル

•電気

•水

•エア

車体補修の抵抗スポット溶接の基礎より引用 （平成２７年、一般社団法人日本自動車補修溶接協会）
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車体整備の高度化・活性化に向けた対応（中間報告）骨子

国土交通省は、高度に複雑化したクルマの使用過程における安全性の確保に

は、新技術・材料に対応した車体整備を実施するための方策の検討が急務である
と判断したことから、国土交通省自動車局整備課、日本自動車車体整備協同組合
連合会並びに当協会から構成される「車体整備の高度化・活性化に向けた勉強
会」（以下、勉強会という）を平成２６年１１月から毎月１ 回程度開催し、車体整備
の高度化・活性化を図るための検討を進めている。

勉強会は現在でも継続中であるが、平成２７年５月には、第１回から第６回まで

の検討内容が「車体整備の高度化・活性化に向けた対応（中間報告）」として取り
まとめられ、車体整備業界が進むべき今後の方向性が以下のように示された。

「自動車新技術などに対応した車体整備技術の高度化等」については、必要な

設備について取りまとめが行われ、電子化対応にはスキャンツールの必要性、超
高張力鋼板には高出力タイプのスポット溶接機の必要性が確認された。

「人材育成」については、国家資格である車体整備士資格の取得促進、車体整
備士資格保有者の再教育の必要性が確認された。

「安全・安心な車体整備の確保」については、優良な車体整備工場の見える化

の推進、車体整備記録簿の活用促進が確認された。
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安全・安心な車体整備の確保
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優良な車体整備工場の見える化

車体整備の高度化・活性化に向けた対応（中間報告）より引用 （平成２７年、国土交通省）
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第10次交通安全基本計画（中間案）に対する意見

第１０次交通安全基本計画（中間案）でも触れているように、自動車の検査制度や点検整
備は陸上交通の安全性の確保にとって大変重要な要素であり、その技術が自動車の進化
に即して高度化されるべきことは疑うべくもないが、それは車体整備についても同じことが言
える。

そもそも、自動車は事故を起こした場合でも鉄道や船舶と違い再利用されるケースが多く、
車体整備を実施した数多くの自動車が、再び公道を走ること、中古車として市場に流通する
こと、外国に輸出されることなどを考え併せれば、新技術・材料に対応した車体整備の実施、
すなわち車体整備における自動車の環境性能、予防・衝突安全性能の回復は、絶対の命題
である。

しかし、車体整備は、その業としての重要性や技術高度化の必要性に比して、車体整備と
は何か？点検整備とは何が違うのか？などの基本的な概念が、自動車ユーザーに正しく理
解されているとは言い難い。

一方で、国民が交通安全に関する課題や国の取り組みについての認識の拠り所としてい
る「交通安全基本計画」は、現状、自動車整備を検査及び点検整備としてのみ捉えた内容と
なっており、車体整備の重要性に目配りしているとは到底言えない。

従って、当協会は、「交通安全基本計画は、車体整備を点検整備とは別の独立した項目と
して取り扱うことで『車体整備そのものの見える化』を積極的に実施し、その業としての重要
性や技術高度化の必要性を国民に広く啓蒙する役割を果たす必要がある」と考える。
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｢車両の安全性の確保｣に対する意見


